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関
西
学
院
が
生
ん
だ
画

家
・
彫
刻
家
は
数
多
く
知

ら
れ
て
い
る
。
戦
後
だ
け

に
限
っ
て
み
て
も
具
体
美

術
運
動
を
主
催
し
た
吉
原

治
良
、
油
絵
具
の
研
究
で

著
名
な
大
森
啓
助
、
独
立

美
術
協
会
の
野
口
彌
太
郎
、

二
紀
会
の
洋
画
家
児
玉
幸

雄
、
具
体
美
術
協
会
の
洋
画
家
村
上
三
郎
、
国
画
会
版
画
家
川
西
祐

三
郎
、
立
軌
会
洋
画
家
片
岡
真
太
郎
、
新
制
作
協
会
の
石
阪
春
生

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。

 

こ
れ
ら
の
画
家
を
生
む
母
胎
の
一
つ
が
絵
画
部
弦
月
会
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
弦
月
会
が
誕
生
し
た
一
九
一
六
年
に
画
家
と
し
て
、
そ
れ

も
聖
画
家
と
し
て
活
躍
し
始
め
て
い
た
の
が
、定
方
末
七
郎
（
塊
石
）

で
あ
る
。
ま
た
、
関
西
学
院
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
と
し
て
の
色

彩
を
色
濃
く
残
し
て
き
た
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

と
画
家
と
が
渾
然
一
体
化
し
た
定
方
の
生
き
方
は
、
現
在
の
関
西
学

院
に
と
っ
て
、
そ
の
原
点
を
振
り
返
る
意
味
で
も
、
今
一
度
振
り
返

る
意
味
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
美
術
史
で
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
少

な
か
っ
た
定
方
末
七
郎
（
塊
石
）
の
生
き
方
と
作
品
を
こ
こ
に
紹
介

す
る
。

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

定
方
末
七
郎
は
、
現
在
の
真
庭
市
に
生
ま
れ
た
。
幼
年
期
よ
り
父

の
薦
め
も
あ
っ
て
組
合
系
の
講
義
所
に
通
い
キ
リ
ス
ト
教
に
接
し
、

大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
高
等
小
学
校
卒
業
後
に

は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
薇び

陽よ
う

学
院
に
入
学
し
た
も
の
の
、
廃
校

に
よ
り
関
西
学
院
に
入
学
し
た
。
学
院
で
は
自
助
会
で
牛
乳
配
達
を

し
な
が
ら
生
活
費
を
工
面
し
、
関
西
学
院
基
督
教
青
年
会
で
活
躍
し
、
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の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
武
用
五

郎
辺
衛
、
畑
歓
三
、
乾
精
末
、
神
崎
驥
一
と
既
知
と
な
り
、
生
涯
交

流
を
深
め
た
。

　

幼
少
の
頃
よ
り
絵
心
が
あ
っ
た
定
方
は
、
院
長
吉
岡
美
国
の
薦
め

も
あ
っ
て
、
在
学
中
に
京
都
の
仏
画
家
巨こ
せ
の
し
ょ
う
せ
き

勢
小
石
の
も
と
で
絵
画
を

学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
後
に
本
格
的
に
画
家
修
業
を
行
う
な
か
、
巨

勢
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
末
七
郎
に
日
本
画
で
キ
リ
ス
ト
を
描
く

　

一
七　

定さ
だ
か
た
す
え
し
ち
ろ
う

方
末
七
郎
（
塊か

い
せ
き石
）

一
九
〇
〇
年
三
月
、
卒
業
記
念

ア
ル
バ
ム
「
旧
関
西
学
院
時
代
Ⅱ
」
よ
り
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よ
う
に
薦
め
た
。

　

こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
画
家
定
方
末
七
郎
は
誕
生
し
た
。
一
九
一
〇

年
代
初
め
か
ら
作
品
を
発
表
し
、
一
九
二
一
年
に｢

観
音
像｣

を
帝

展
に
出
品
す
る
が
落
選
。
し
か
し
こ
の
作
品
は
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
の

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
美
術
展
で
入
選
、
藤
田
嗣
治
画
伯
と
と
も
に

大
使
館
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
、
画
家
と
し
て
し
だ
い
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
二
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
、
欧
米
へ
絵
画
修
業
に
出
発

し
、
キ
リ
ス
ト
教
美
術
に
接
し
、
ま
た
ベ
ツ
レ
へ
ム
な
ど
の
聖
地
を

訪
ね
な
が
ら
、｢

心
に
悟
っ
た
基
督
は
神
で
あ
る
人
間
に
そ
の
御
姿

を
求
め
全
世
界
を
漁
る
と
も
何
ぞ
之
を
人
間
に
求
め
得
ん
や
、
宜
敷

心
を
静
め
祈
り
求
め
、
御
聖
霊
の
御
力
に
よ
っ
て
我
心
に
御
姿
を
見
、

御
姿
を
宿
し
、
而
し
て
霊
筆
を
揮
は
ず
ば
、
何
を
以
っ
て
か
権
威
有

る
基
督
を
描
き
得
ん
や｣

と
信
じ
、
帰
国
し
た
。

　

帰
国
後
の
定
方
は
東
京
に
居
を
移
し
、
画
業
と
教
会
活
動
に
務
め

て
い
た
が
、
東
京
大
空
襲
で
多
く
の
作
品
を
焼
失
し
た
。
故
郷
に

帰
り
学
院
で
得
た
同
郷
の
生
涯
の
友
人
武
用
五
郎
辺
衛
の
支
え
の
中
、

聖
書
と
讃
美
歌
を
大
切
に
抱
え
、
日
曜
日
の
礼
拝
と
水
曜
日
夜
の
祈

祷
会
は
一
回
と
し
て
欠
か
す
こ
と
な
く
、
静
か
な
環
境
の
中
で
多
く

の
聖
画
を
描
き
続
け
た
。　

　

Ⅱ　

略
歴

定
方
喜
与
治
・
民
の
七
男
と
し
て
、
岡
山
県

真
庭
郡
久
世
町
（
現
、
真
庭
市
久
世
町
）
で

生
れ
た
。

こ
の
頃
か
ら
基
督
教
講
義
所
に
通
い
始
め

る
。 

学
問
を
さ
せ
た
い
と
い
う
父
の
願
い

で
、
自
宅
の
隣
に
あ
っ
た
組
合
系
の
基
督
教

講
義
所
の
日
曜
学
校
に
通
っ
た
。
こ
の
講
義

所
で
小
松
鉄
一
郎
に
出
会
い
晩
年
ま
で
親
交

を
続
け
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

高
等
小
学
校
を
終
え
、
秋
に
岡
山
に
あ
る
薇

陽
学
院
に
入
学
。
し
か
し
ま
も
な
く
廃
校
と

な
る
。
経
営
者
の
一
人
で
あ
る
Ｊ
・
Ｈ
・
ぺ

テ
ー
（Pettee

）
宣
教
師
の
手
配
で
関
西
学

院
へ
の
入
学
を
決
め
る
。             

柴
田
勝
衛
、
西
条
了
と
と
も
に
薇
陽
学
院
か

ら
関
西
学
院
へ
入
学
。
翌
日
か
ら
寮
生
の
渡

辺
正
五
郎
の
勧
め
で
自
助
会
の
牛
乳
配
達
を

始
め
る
。

柴
田
勝
衛
と
共
に
関
西
学
院
基
督
教
青
年
会

一
八
八
二
年　

六
月
一
六
日　

一
八
八
八
年　
　
　
　
　
　
　

一
八
九
五
年　

六
月　
　
　
　

            

一
八
九
六
年　

一
月
一
二
日  

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
日  



定方末七郎（塊石）

185

（
以
下
基
督
教
青
年
会
と
略
記
）
に
入
会
。

基
督
教
青
年
会
例
会
で｢

古
ヲ
顧
ミ
テ
努
力

セ
ヨ｣

を
演
説
。

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
将

来
は
画
家
を
志
し
て
い
た
の
で
吉
岡
美
国
院

長
に
相
談
を
す
る
。

巨
勢
小
石
と
い
う
京
都
の
画
家
の
元
で
、
夏

休
み
の
間
修
行
。

夏
休
み
に
入
り
同
級
生
と
摩
耶
山
で
祈
祷
会

を
行
い
祈
っ
て
い
る
時
、
聖
言｢

神
を
信
ぜ

よ
。
誠
に
汝
に
告
ぐ
。
人
も
し
此
の
山
に
移

り
て
海
に
入
れ
よ｣

と
言
う
と
も
、
其
の
い

う
と
こ
ろ
必
ず
成
る
べ
し
と
信
じ
て
心
に
疑

は
ず
ば
そ
の
如
く
成
る
べ
し
（
マ
ル
コ
一
一

章
二
二
〜
二
三
）
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
御

言
葉
は
生
涯
の
支
え
と
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
御
業
は
直
に
叶
え
ら
れ
て
下
山
す
る
と

院
長
室
に
呼
ば
れ｢

京
都
に
望
む
師
が
見
つ

か
っ
た
の
で
直
ぐ
出
発
す
る
よ
う
に｣

と
吉

岡
院
長
が
準
備
を
し
て
い
て
く
れ
た
。
爾
後

二
ヶ
月
の
京
都
遊
学
に
出
発
。

基
督
教
青
年
会
例
会
で｢

神
ヲ
知
ラ
ザ
ル
英

雄
ハ
計
ル
ニ
足
ラ
ズ｣

を
演
説
。

再
び
京
都
に
行
き
、
働
き
な
が
ら
絵
を
学
ぶ

生
活
を
送
る
。当
時
の
体
重
は
八
貫
五
匁（
約

三
五
キ
ロ
位
）で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
頃
、

武
用
五
郎
辺
衛
（
同
郷
で
あ
る
）、
畑
歓
三
、

乾
精
末
、
神
崎
驥
一
等
の
生
涯
の
友
と
出
会

う
。

基
督
教
青
年
会
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
幹
事

に
選
出
、
記
録
書
記
に
な
る
。
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発
行
。
編
集
長
を
務

め
る
。

基
督
教
青
年
会
例
会
で｢

勉
強
忍
耐
ト
光

陰｣

を
演
説
。

関
西
学
院
普
通
科
を
卒
業
。
四
年
振
り
に
帰

郷
。

関
西
学
院
英
語
専
修
科
に
進
級
。

基
督
教
青
年
会
の
役
員
改
選
で
図
書
係
に
就

任
。

大
阪
商
業
学
校
（
現
・
大
阪
市
立
大
学
）
英

語
会
公
会
に
出
演
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

  　
　
　
　

一
一
月　

九
日  

一
八
九
七
年　

春　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　

夏　
　

     

　
　
　
　
　

一
〇
月
一
一
日

一
八
九
九
年　

 

夏　
　

 　

  

　
　
　
　
　

一
一
月
二
七
日  

     　
　

 

一
二
月　

一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
日　

一
九
〇
〇
年　

三
月　
　

  　

    　
　
　
　

四
月        

    　
　
　
　

五
月
二
八
日  

  　
　
　
　
　

 
七
月  
七
日  
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揮
。

こ
の
頃
ま
で
基
督
教
青
年
会
で
活
躍
し
た

記
録
が
あ
る
。
ま
た
英
語
専
修
科
の
第
二

学
年
秋
（
一
九
〇
一
年
）
ま
で
学
籍
簿
が

残
っ
て
い
る
が
、
三
年
に
進
級
し
た
記
録

は
残
っ
て
い
な
い
。

甲
種
合
格
と
な
り
、
鳥
取
の
姫
路
第
一
〇

師
団
歩
兵
第
四
〇
連
隊
に
入
隊
。

日
露
戦
争
開
戦
に
と
も
な
い
（
二
月
一
〇

日
）、
宇
品
港
を
出
発
し
、
一
〇
月
満
州
南

部
の
三
塊
石
山
の
攻
防
（
一
〇
〜
一
四
日
）

で
殊
勲
を
挙
げ
金
鵄
勲
章
を
受
け
る
。 

従
軍

中
も
敵
弾
に
は
あ
た
ら
な
い
と
確
信
、
五

銭
で
購
入
し
た
画
帳
に
進
軍
中
の
戦
場
な

ど
を
写
生
し
、
そ
れ
を
明
治
天
皇
に
献
上
。

終
戦
・
講
和
条
約
締
結
（
九
月
五
日
）
で
、

内
地
に
帰
還
。 

帰
朝
報
告
と
宿
願
の
絵
の
修
行
の
た
め
上

京
（
京
都
）
す
る
途
中
に
関
西
学
院
に
立

ち
寄
り
、
院
長
は
じ
め
学
院
の
先
生
、
生

徒
達
の
大
歓
迎
を
受
け
る
。 

京
都
の
巨
勢
小

石
宅
で
も
大
歓
迎
。 

絵
の
勉
強
に
本
腰
を
入

れ
る
。

巨
勢
師
は
伝
統
的
な
仏
画
家
で
あ
っ
た
が
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
定
方
に
は
日
本
画
で

キ
リ
ス
ト
を
描
く
よ
う
に
薦
め
る
。

こ
の
頃
か
ら
夏
頃
ま
で
関
西
学
院
寄
宿
舎
の

監（
マ
マ
）督

に
従
事
。
夏
頃
か
ら
巨
勢
師
の
も
と
で

絵
の
修
行
に
励
む
。

関
西
学
院
青
年
文
学
会
で
日
露
戦
争
の
実
践

談
を
披
露
。

神
戸
美
以
教
会
（
現
・
神
戸
栄
光
教
会
）
よ

り
京
都
中
央
基
督
教
会
（
現
・
京
都
御
幸
町

教
会
）
に
転
会
。 

京
都
中
央
基
督
教
会
よ
り
五
条
講
義
所（
現
・

京
北
教
会
）
に
転
会
。
日
曜
学
校
長
を
務
め

る
。

関
西
学
院
第
一
八
回
卒
業
式
に
参
列
。｢

笹

森
博
士
ノ
理
想
ト
ハ｣

の
演
説
。

第
一
回
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
評
議
員

に
選
出
。

「｢

雅
号｣

を
塊
石
と
す
る
。
先
の
戦
争
の

一
九
〇
二
年
一
一
月　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
二
月　

一
日　

一
九
〇
四
年　

五
月
二
九
日　

一
九
〇
五
年
一
二
月　

一
日　

一
九
〇
六
年　

四
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

五
月
二
六
日　

　
　
　
　
　
　

九
月
二
二
日  

一
九
〇
七
年
一
二
月　

七
日　

一
九
〇
八
年　

三
月
二
七
日　
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三
塊
石
山
で
の
勇
士
の
名
を
記
念
す
る
と

共
に
、
恩
師
巨
勢
小
石
か
ら
の
名
を
別
た

れ
た
る
も
の
な
り｣

。

戦
捷
記
念
碑
建
立
。
前
年
、
西
川
玉
之
助

が
旅
順
よ
り
送
ら
れ
た
二
八
珊
知
重
砲
弾

に｢

戦
捷
記
念｣

の
文
字
を
刻
し
、
後
ろ

に｢
明
治
四
二
年
陸
軍
記
念
日
従
軍
同
窓

生
建
之｣
と
刻
み
、
扇
型
の
台
石
に
西
川

玉
之
助
、
定
方
末
七
郎
、
武
用
五
郎
辺
衛

等
一
四
名
の
名
を
刻
む
。

第
二
回
同
窓
会
総
会
開
催
、
役
員
に
再
選

さ
れ
る
。

吉
岡
美
国
院
長
母
永
眠
（
八
日
）。 

関
西
学

院
礼
拝
堂
の
葬
儀
に
参
列
。 

巨
勢
の
四
女
徳
子
と
結
婚
。
京
都
で
初
め

て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
家
庭
結
婚
式
を
巨
勢

宅
で
挙
行
、
京
都
五
条
に
居
を
構
え
る
。

長
女 

喜
美 

誕
生
。

親
友
の
武
用
五
郎
辺
衛
の
依
頼
で
描
い
た

金
屏
風
を
携
え
、
備
前
香
登
に
届
け
に
行

く
途
中
、
関
西
学
院
に
立
ち
寄
る
。

巨
勢
が
昭
憲
皇
太
后
御
大
喪
絵
巻
の
作
成
を

宮
内
庁
か
ら
受
け
、
定
方
も
協
力
。

五
年
で
完
成
し
宮
内
庁
に
納
入
。
納
入
の
報

告
を
受
け
て
巨
勢
は
死
去
。
其
の
悲
し
み
と

祈
り
の
中
で｢

観
音
像｣

を
描
き
帝
展
に
出

品（
一
九
二
一
年
）す
る
が
落
選
。 （
そ
の
後
、

同
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン

ヌ
美
術
展
で
入
選
、
藤
田
嗣
治
画
伯
と
と
も

に
大
使
館
に
招
待
さ
れ
る
）。

第
九
回
同
窓
会
総
会
に
出
席
、
評
議
員
に
選

出
さ
れ
る
。

長
女 

喜
美
、
妻 

徳
子
と
と
も
に
受
洗
。

母 

民
を
岡
山
か
ら
呼
び
寄
せ
る
。

長
男 

富
太
郎
誕
生
、
幼
児
洗
礼
。

旧
友
の
神
崎
驥
一
、
畑
歓
三
の
勧
め
に
よ
り

欧
米
へ
の
旅
へ
と
神
戸
よ
り
箱
館
丸
で
出

発
。

上
海
経
由
マ
ル
セ
イ
ユ
到
着
。
同
窓
の
神
原

浩
の
出
迎
え
を
受
け
、
パ
リ
で
の
宿
泊
所
も

手
配
が
出
来
て
お
り
、
到
着
翌
日
ア
カ
デ

ミ
ア
ジ
ュ
リ
ア
ン
へ
の
入
学
手
続
き
を
済

一
九
〇
九
年　

三
月
一
〇
日　

　
　
　
　
　
　

四
月
一
七
日　

一
九
一
〇
年　

四
月　

九
日  

　
　
　
　
　
　

九
月　

七
日　

一
九
一
一
年
一
一
月
一
〇
日  

一
九
一
三
年
一
〇
月　
　
　
　

一
九
一
四
年
〜
二
一
年　
　
　

一
九
一
七
年　

三
月　

五
日　

一
九
一
九
年　

一
月　

五
日　

一
九
一
九
年　

六
月
二
四
日　

一
九
二
一
年　

二
月
二
七
日　

一
九
二
二
年　

六
月
一
〇
日  
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ま
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
の

オ（

マ

マ

）

パ
マ
ル
ガ
で
一
〇
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
と
い
う
聖
劇
を
見
る
こ
と
が
で
き
感
動

し
た
。
乾
精
末
と
ア
ル
プ
ス
で
遊
び
、
パ

リ
で
は
新
渡
戸
稲
造
の
知
遇
を
得
る
。

九
ヶ
月
後
、
米
国
に
渡
り
、
ボ
ス
ト
ン
で

は
日
本
で
知
り
合
っ
た
カ
ー
ル
・
ア
ダ
ム

ス
氏
の
と
こ
ろ
で
三
ヶ
月
、
そ
こ
で
知
り

合
っ
た
日
本
人
の
紹
介
で
シ
カ
ゴ
で
も
働

い
た
が
、
少
し
離
れ
た
グ
ラ
ン
ド
・
ラ
ビ
ッ

ズ
（Grand Rapids 
ミ
シ
ガ
ン
州
）
の
ス

チ
ッ
ク
リ
ー
と
い
う
人
の
会
社
で
家
具
に

日
本
画
で
花
鳥
を
描
く
と
い
う
仕
事
が
見

つ
か
り
、
一
年
三
ヶ
月
働
き
、
旅
費
を
貯

め
再
度
欧
州
へ
戻
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
、
ウ
エ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ

ヨ
ン
の
大
聖
堂
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
ピ
エ

ト
ロ
大
聖
堂
の
美
と
偉
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

｢

我
れ
は
こ
の
磐
の
上
に
わ
が
教
会
を
建
て

ん｣

と
い
っ
た
ペ
テ
ロ
の
言
葉
が
実
現
さ

れ
て
い
る
の
を
実
際
に
見
て
感
動
。
バ
チ
カ

ン
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ｢

天
地
創
造
図｣

、

｢

最
後
の
審
判｣

を
み
て
驚
き
、
こ
の
遊
学

の
価
値
を
得
た
と
感
激
。

ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
に
行
き
旧
約
聖
書
に
あ
る

ま
ま
の
町
に
感
涙
を
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
等
を
見
て
最
後
に

聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
に
着
く
。
エ
ル
サ
レ
ム
で

は
キ
リ
ス
ト
の
足
跡
を
辿
り
、
聖
書
の
記
事

を
読
み
合
わ
せ
な
が
ら
楽
し
く
見
学
し
、
写

生
も
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ベ
ツ
レ
へ
ム
、
ナ
ザ
レ
の
オ
リ
ー
ブ
山
、
ベ

タ
ニ
ア
、
エ
リ
コ
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
、
ナ
カ
の

地
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
等
を
見
学
し
、
イ
エ
ス
が

在
世
中
祈
り
を
さ
さ
げ
た
こ
と
を
思
い
、
祖

国
を
離
れ
こ
の
聖
地
ま
で
招
か
れ
た
こ
と
に

感
謝
。

｢

そ
の
時
心
に
悟
っ
た
基
督
は
、
神
で
あ
る

人
間
に
そ
の
御
姿
を
求
め
全
世
界
を
漁
る
と

も
何
ぞ
之
を
人
間
に
求
め
得
ん
や
、
宜
敷
心

を
静
め
祈
り
求
め
、
御
聖
霊
の
御
力
に
よ
っ

一
九
二
三
年
〜
二
四
年　
　
　

一
九
二
五
年　
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て
我
心
に
御
姿
を
見
、
御
姿
を
宿
し
、
而
し

て
霊
筆
を
揮
は
ず
ば
何
を
以
っ
て
か
権
威
有

る
基
督
を
描
き
得
ん
や
、
最
早
足
れ
り
、
旅

行
を
打
切
っ
て
日
本
に
帰
る
可
と｣

。

神
戸
港
に
着
き
、
先
ず
関
西
学
院
に
吉
岡
美

国
を
訪
ね
、
神
崎
驥
一
に
帰
朝
報
告
。
そ
の

船
で
横
浜
に
回
り
、
東
京
で
小
林
彌
太
郎
に

謝
辞
を
述
べ
る
。

東
海
道
線
で
京
都
へ
帰
宅
。

関
西
学
院
中
学
部
青
年
会
の
早
天
祈
祷
会

で
、「
感
話―

エ
ル
サ
レ
ム
の
報
告―

」
。

京
南
教
会
（
現
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京

北
教
会
）
に
て
歓
迎
会
。

京
南
教
会
に
て
礼
拝
説
教｢

エ
ル
サ
レ
ム
印

象｣

。

京
南
教
会
で
の
会
議
で
幹
事
に
選
出
。

大
阪･

神
戸
で
帰
朝
後
の
記
念
展
覧
会
を
開

催
。
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
入
選
絵
画
は
神

戸
で
三
千
五
百
円
で
売
れ
る
。｢

富
士
百
景

｣

の
木
版
画
の
原
画
の
製
作
を
勧
め
る
人
が

あ
り
、
定
方
は
そ
の
計
画
を
快
諾
。
一
年
余

り
写
生
旅
行
を
し
、
八
分
通
り
原
画
も
出
来

上
が
っ
た
の
で
、
一
九
三
〇
年
の
正
月
、
最

後
の
写
生
旅
行
に
出
か
け
よ
う
と
上
京
（
東

京
）
し
た
所
、
計
画
者
は
支
払
い
が
で
き
な

い
と
言
い
出
し
、
結
果
的
に
は
そ
の
話
は
な

か
っ
た
事
に
な
っ
た
。
こ
の
事
で
、
一
時
写

生
旅
行
を
取
り
止
め
、
京
都
を
引
き
払
い
家

庭
を
東
京
に
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意
。

東
京
へ
転
居
。

｢

平
和
の
基
督 ―

基
督
御
聖
像―

｣

第
一

作
を
完
成
。 

｢

平
和
の
基
督 ―

基
督
御
聖
像―

｣

を
関

西
学
院
に
寄
贈
。
時
計
台（
旧
大
学
図
書
館
）

の
正
面
に
掲
げ
る
。　

｢

受
難
の
主
イ
エ
ス｣

を
京
南
教
会
に
贈

る
。

｢

緑
の
野
い
こ
い
の
水
辺
」 （
詩
編
二
三
篇
）

を 

西
川
玉
之
助
の
依
頼
で
描
く
。

｢

聖
画
展｣

（
〜
一
四
日
）
を
日
本
メ
ソ
ヂ

ス
ト
本
郷
中
央
会
堂
（
現
、
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
本
郷
中
央
教
会
）
で
開
催
。
小
林
彌
太

   　
　
　

 

一
二
月
二
五
日  

　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
日　

一
九
二
六
年　

一
月
一
一
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
日　

 　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
日  

　
　
　
　
　
　

二
月
二
一
日  

一
九
二
六
年
〜
三
〇
年　
　
　

一
九
三
〇
年　

春　
　
　
　
　

 

一
九
三
一
年　

四
月
一
八
日　

一
九
三
五
年　

五
月　
　
　

  

一
九
四
〇
年　

二
月　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
〇
月
一
三
日  
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郎
や
同
窓
生
乾
精
末
の
い
る
日
本
メ
ソ
ヂ
ス

ト
本
郷
中
央
会
堂
に
所
属
し
、
画
業
の
傍
ら

家
庭
集
会
を
開
催
し
、
理
事
を
務
め
る
な
ど

教
会
活
動
に
も
励
む
。

妻 

徳
子
死
去
。

第
二
次
大
戦
の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
自
宅

一
九
四
四
年　

三
月　

四
日

一
九
四
五
年　

三
月
二
〇
日

　

Ⅲ　

作
品
一
覧

　

最
後
に
定
方
末
七
郎
の
残
し
た
絵
画
を
関
西
学
院
所
蔵
の
も
の
を
中
心
に
次
に
あ
げ
て
お
く
。

一
九
〇
〇

一
九
一
三

一
九
一
七

一
九
二
七
秋

「
菊
花
二
種
」（「M

aya A
rashi

」no.3

）

「
花
鳥
図
屏
風
」

関
西
学
院
同
窓
会
誌
第
一
号

「
夏
山
深
遠
」

「
移
転
前
の
上
ケ
原
風
景
」

１２３４

定
方
末
七
郎

塊
石

塊
石

塊
石

表
紙
絵

二
曲
一
双
（
押
絵

帖
）（
七
三
×
三
〇
cm
）

四
面

不
明

額
装

（
三
〇
×
一
三
〇
cm
）

原
画
は
不
明

本
部
棟
三
階
応
接
室

年　

代

タ　

イ　

ト　

ル

雅　

号

形　

態

備　

考

　
　
　
　
　
　

三
月
末　
　
　

一
九
四
六
年
一
二
月　
　
　
　

一
九
六
六
年
一
二
月
二
八
日

を
焼
失
。　
　

関
西
学
院
の
同
窓
で
あ
り
親
友
で
も
あ
る
武

用
五
郎
辺
衛
の
信
仰
と
友
情
を
頼
り
に
帰

郷
。

｢

柔
和
な
る
基
督｣

を
香
登
教
会
に
贈
る
。

死
去
。
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一
九
三
〇
頃

一
九
三
〇
頃

不
明

一
九
三
〇

一
九
三
一

一
九
七
三

一
九
三
一

一
九
三
六
頃

塊
石
富
士
百
景
第
一
輯
（
八
景
）

①
「
酒
匂
川
と
富
士
」

②
「
浜
名
湖
弁
天
島
と
富
士
」

③
「
佐
野
村
と
富
士
」

④
「
小
田
の
旧
家
と
富
士
」

⑤
「
狩
野
川
と
富
士
」

⑥
「
音
止
の
滝
と
富
士
」

⑦
「
大
井
川
の
橋
と
富
士
」

⑧
「
原
の
桃
と
富
士
」

塊
石
版
画
「
富
士
」

①
「
飛
鳥
山
の
桜
と
富
士
」 

「
人
物
図
」

「
平
和
の
基
督―

基
督
御
聖
像―
」 
第
一
作 

「
平
和
の
基
督―

基
督
御
聖
像―

」 （
複
製
）       　

　
　
　

            　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
基
督
御
聖
像―

我
に
き
た
れ―

」（
複
製
）

　
　

｢

最
後
の
晩
餐｣

第
二
作

「
三
聖
図
」―

基
督
・
釈
迦
・
孔
子―

５６７８９101112131415　　　16171819

塊
石

塊
石

塊
石
豊
敬

耀
慶

塊
石
定
方
末

七
郎

塊
石
定
方
末

七
郎

耀
慶

耀
慶

紙
本

（
着
色
木
版
画･

印

刷
）

（
二
七
×
三
五
cm
）

紙
本

（
着
色
木
版
画･

印
刷
）

（
二
七
×
三
五
cm
）

額
装

（
五
八
×
四
二
cm
）

軸
装

（
一
七
八
×
九
六
cm
）

コ
ロ
タ
イ
プ
版

（
四
〇
×
二
一
cm
）

紙
本（
カ
ラ
ー
印
刷
）

（
五
一･

五
×
三
六･

五
cm
）

額
装

不
明

頒
布
用

（
八
〇
円
）

頒
布
用

（
二
五
〇
円
）

二
五
葉
の
内
、
一
葉

頒
布
用

（
五
〇
銭
）

頒
布
用
（
六
〇
〇
円
）

同
窓
会
制
作

本
郷
中
央
教
会
所
蔵

一
〇
月
一
五
〜
三
一
日
神
田
美
土
代
町

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
開
催
の
第
二
回
基
督
教
美
術

展
に
出
品
（
葉
書
に
な
る
）
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一
九
三
六
頃

一
九
四
〇

一
九
四
〇

一
九
四
〇

不
明

不
明

「
聖
母
子
」

「
緑
の
野
い
こ
い
の
水
辺
」

中
央
会
堂
五
十
年
史

　
「
シ
オ
ン
の
山
」

中
央
会
堂
五
十
年
史

　
「
中
央
会
堂
」

「
宮
潔
め
の
基
督
」

キ
リ
ス
ト
伝
版
画
集
（
一
三
葉
）

①
「
乙
女
マ
リ
ア
」

②
「
キ
リ
ス
ト
誕
生
」

③
「
郷
里
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
へ
帰
る
」

④
「
聖
家
族
エ
ジ
プ
ト
へ
避
難
」

⑤
「
イ
エ
ス
の
少
年
時
代
」

⑥
「
キ
リ
ス
ト
の
御
受
洗
」

⑦
「
浪
を
鎮
め
給
う
イ
エ
ス
」

⑧
「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
悔
い
改
め
」

⑨
「
ニ
コ
デ
モ
と
イ
エ
ス
」

⑩
「
最
後
の
晩
餐
」

⑪
「
十
字
架
に
か
か
り
給
う
」

⑫
「
復
活
」

2021222324252627282930313233343536

耀
慶

耀
慶

耀
慶

耀
慶

耀
慶

耀
慶

不
明

軸
装

（
一
二
〇
×
五
〇
cm
）

表
紙
見
返
し
図

裏
表
紙
見
返
し
図

軸
装

（
一
七
九
×
一
三
二
cm
）

色
紙

（
着
色
コ
ロ
タ
イ

プ
版
）

一
〇
月
一
五
〜
三
一
日
神
田
美
土
代

町
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
開
催
の
第
二
回
基
督
教

美
術
展
に
出
品
（『
基
督
教
年
鑑
昭
和

十
二
年
版
』
に
掲
載
）

原
画
は
不
明

原
画
は
不
明

頒
布
用

外
に
も
三
葉
同
シ
リ
ー
ズ

の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の

が
あ
る
。
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不
明

一
九
三
五

一
九
四
六

一
九
四
八

不
明

一
九
五
八

一
九
五
九

一
九
六
〇

不
明

一
九
五
一

不
明

⑬
「
我
に
来
た
れ
」

「
我
に
来
た
れ
」

「
受
難
の
主
イ
エ
ス
」

「
柔
和
な
る
基
督
」（
複
製
）

「
基
督
山
上
垂
訓
図
」　

「
く
ず
と
か
た
つ
む
り
」

小
松
鉄
五
郎
書
簡
稿
集

「
南
北
二
寮―

創
設
期
の
関
西
学
院―

」

「
富
士
」　―

七
八
翁―

「
達
磨
大
師
」

「
富
士
山
麓
山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
風
景
」

「
大
陸
の
川
」

373839404142434445464748

耀
慶

不
明

大
塊

大
塊

大
塊

大
塊

大
塊

大
塊

大
塊

塊
石

塊
石

紙
本

（
着
色
コ
ロ
タ
イ
プ
版
）

（
三
八
×
三
〇･

五
cm
）

不
明

額
装

（
三
八
×
二
六
五
cm
）

額
装

（
幅
三
尺
ニ
寸
×
長

さ
六
尺
五
寸
）

色
紙

表
紙
絵
（
装
幀
）

色
紙

軸
装

（
一
一
三
×
五
〇･

五
cm
）

色
紙

額
装

（
八
六
×
一
四
五
cm
）

額
装

（
三
四
×
四
五
cm
）

京
北
教
会
（
現
在
は
不
明
）

原
画
は
不
明
。

香
登
教
会
に
も
あ
り

一
〇
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に

贈
呈
（
詳
細
は
『
月
刊
も
と
や
ま
』

第
一
七
号　

昭
和
二
四
年
一
月

号
）。

岡
山
県
立
図
書
館
所
蔵

『
目
で
見
る
七
〇
年
史
』
に
掲
載

中
学
部

 　

・
備
考
欄
に
所
蔵
の
記
載
の
な
い
も
の
は
学
院
史
編
纂
室
所
蔵
で
あ
る
。

 　

・「
美
術
品
台
帳
（
部
課
別
所
蔵
リ
ス
ト
）」「
写
真
目
録
（
学
院
史
編
纂
室
）」
を
参
照
し
な
が
ら
、
よ
り
正
確
な
記
述
と
な
る
様
つ
と
め
た
。
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Ⅳ　

お
わ
り
に

　

彼
の
残
し
た
言
葉―

定
方
塊
石
「
一
代
を
紙
屑
に
し
て
」（｢

柔

和
な
る
基
督｣
の
添
え
書
）―

よ
り

　

｢

天
に
ま
し
ま
す
父
な
る
神
様
よ
、
私
は
誠
に
取
る
に
足
ら
ぬ
、

い
と
小
さ
き
画
家
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
心
の
願
い

に
よ
り
拙
い
絵
筆
を
動
か
し
て
、
漸
く
柔
和
な
る
主
を
繪
き
奉
り
ま

し
た
。
私
に
は
聖
画
を
目
標
と
す
る
外
道
は
無
く
、
朝
な
夕
な
に
絵

筆
を
取
り
、
主
の
御
姿
を
顕
さ
ん
も
の
と
勉
め
励
ん
で
参
り
ま
し
た

け
ど
、
思
い
の
ま
ま
に
筆
は
動
か
ず
、
過
ぎ
に
し
一
代
の
大
部
分
は
、

紙
屑
同
然
の
生
涯
で
御
座
い
ま
し
た
。
然
れ
ど
も
主
よ
、
あ
わ
れ
み

給
え
、
こ
の
拙
き
筆
の
絵
姿
を
受
入
給
う
て
、
何
卒
敗
戦
日
本
の
救

い
の
一
役
を
務
む
る
に
至
ら
し
め
給
わ
ん
事
を
切
に
切
に
御
祈
り
し

奉
り
ま
す
。
こ
の
絵
に
よ
っ
て
人
々
の
心
を
明
る
く
し
、
悪
念
を
去

ら
し
め
、
祈
る
心
を
起
こ
さ
し
め
、
主
の
御
栄
光
が
広
く
顕
わ
る
る

其
の
一
部
分
の
役
に
で
も
立
つ
事
を
得
ば
、
此
上
無
き
幸
い
で
御
座

い
ま
す
。
主
よ
、
主
の
御
栄
光
の
為
に
は
私
共
師
弟
の
過
去
の
如
き

は
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
何
等
価
値
無
き
も
の
で
あ
り
ま

す
。
主
よ
、
私
は
只
、
主
の
御
名
こ
そ
尊
く
永
遠
に
崇
め
ら
れ
ん
こ

と
を
祈
り
ま
す
。
尚
此
祈
り
に
付
け
加
え
て
お
願
い
致
し
ま
す
。
主

よ
、
願
わ
く
ば
聞
き
給
え
、
残
れ
る
私
の
晩
年
生
涯
を
御
聖
別
下
さ

れ
て
、主
の
御
用
を
務
め
さ
せ
て
戴
き
た
く
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
一
年
一
二
月　

定
方
大
塊｣

　

聖
書
と
讃
美
歌
を
大
切
に
抱
え
て
、
日
曜
日
の
礼
拝
と
水
曜
日
夜

の
祈
祷
会
は
一
回
と
し
て
欠
か
し
た
事
は
な
か
っ
た
と
い
う
、
実
に

高
潔
な
人
柄
、
敬
慮
な
一
生
で
あ
っ
た
。

【
注
】

（
１
）『
関
西
学
院
事
典
』
三
五
頁
。

（
２
） 

以
下
の
略
歴
を
書
く
に
際
し
て
、
主
と
し
て
以
下
の
文
献
を

参
照
し
た
。
藤
原
謹
一
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と―

香
登
教
会
八
〇

周
年
記
念
誌―

』（
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団
香
登
教
会
、 

一
九
七
六
年
、四
九
頁
）、｢

自
伝 ―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

」（
学

院
史
編
纂
室
資
料
、S/1

―/SK

）、『
京
都
中
央
教
会
会
員
名
簿
』（
京

都
御
幸
町
教
会
、
学
院
史
編
纂
室
資
料
、Y

/2
―/K
G

）、｢

証
明

書
綴｣

（
学
院
史
編
纂
室
資
料
、DA

/6
―/

）。
な
お
、前
掲
書
『
聖

徒
の
あ
し
あ
と
』
に
よ
れ
ば
彼
の
誕
生
日
は
三
月
一
〇
日
と
な
っ

て
い
る
。

（
３
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
〇
頁
、
前
掲｢

自
伝―

畑
歓
三

教
授
宛
書
簡―

｣

、竹
中
正
夫『
倉
敷
の
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
日

本
基
督
教
団
出
版
局
、 

一
九
七
九
年
、 

三
四
〇
〜
三
五
一
頁
）、

『
小
松
鉄
一
郎
書
簡
稿
集
』（
一
九
五
八
年
、 

表
紙
絵
、
一
七
二
〜
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一
七
五
頁
）。

　
　

小
松
鉄
一
郎
（
一
八
六
七
〜
一
九
五
四
）
は
京
都
同
志
社
英
学
校

に
通
い
、
大
阪
天
満
教
会
で
本
間
重
慶
牧
師
に
英
語
を
学
ん
だ
際

に
勧
め
ら
れ
て
教
会
に
出
席
。
そ
の
後
病
を
得
て
同
志
社
を
退
学

し
帰
郷
。
明
治
一
九
年
三
月
、
落
合
教
会
で
洗
礼
を
受
け
こ
の
久

世
講
義
所
を
手
伝
っ
て
い
た
。
家
族
の
反
対
に
あ
い
な
が
ら
も
着

実
に
村
人
に
敬
愛
さ
れ
た
基
督
者
で
、「
作
州
の
聖
人
」
と
呼
ば

れ
た
。 

晩
年
『
書
簡
稿
集
』
を
上
梓
し
た
際
、
末
七
郎
は
そ
の
装

幀
を
引
き
受
け
、折
々
の
心
境
な
ど
の
手
紙
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
） 

土
肥
昭
夫
『
京
の
あ
る
教
会
の
歩
み―

京
南･

京
北
教
会
史

―

』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
北
教
会
、
一
九
八
四
年
、
二
二

頁
）、
前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
〇
頁
、
前
掲｢

自
伝 

―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。
薇
陽
学
院
は
一
八
八
九
年
に
設

立
さ
れ
た
岡
山
英
語
学
校
が
一
八
九
二
年
に
改
称
さ
れ
た
学
校

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
派
遣
宣
教
師
ロ
ー
ラ
ン
ド

（G.M
.Row

land,1859-1941

）、ペ
テ
ー
（J.H

.Pettee,1851-1920
）

と
数
人
の
日
本
人
教
師
等
の
経
営
す
る
英
語･

漢
文･

数
学
等
を
教

え
る
学
校
で
あ
っ
た
（『
来
日
西
洋
人
名
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ツ
、一
九
八
三
年
）。経
営
難
の
た
め
一
八
九
五
年
暮
、廃
校
と
な
っ

た
。
前
年
の
一
八
九
四
年
、
小
説
家
正
宗
白
鳥
（
忠
夫
）
も
こ
の

学
校
で
学
ん
だ
が
廃
校
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
後
東
京
専
門
学
校

（
早
稲
田
の
前
身
）
英
語
専
修
科
に
進
ん
で
い
る
。
薇
陽
学
院
の

様
子
は
正
宗
白
鳥
の
作
品『
地
獄
』、『
内
村
鑑
三
』、『
空
想
の
天
国
』

な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
中
林
良
輔
「
薇
陽
学
院
時
代
と
キ
リ

ス
ト
教
」『
論
叢
』（
玉
川
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
三
六
・
三
七
号
、

一
九
九
五
・
一
九
九
六
年
）、『
薇
陽
』（
編
集
兼
発
行
者
山
下
虎
之

助
、
印
刷
所
岡
山
孤
児
院
出
版
部
、
一
八
九
四
年
。
岡
山
県
立
図

書
館
所
蔵
）。

（
５
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
一
〜
五
二
頁
。

（
６
） 『
関
西
学
院
青
年
会
記
録 

自
明
治
二
二
年
一
一
月
〜
至
明
治
三
二

年
六
月
』
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教
育
史
資
料
Ⅰ
（
キ
リ
ス
ト
教

主
義
教
育
研
究
室
、
一
九
七
六
年
、
四
五
頁
）。

（
７
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』
五
〇
頁
。

（
８
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
〇
頁
、
前
掲
書｢

自
伝―

畑

歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。

（
９
）『
二
〇
世
紀
物
故
日
本
画
家
事
典
』
美
術
年
鑑
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
六
七
頁
。
巨
勢
小
石（
一
八
四
三
〜
一
九
一
九
）の
生
家
は
代
々

八
田
久
佐
衛
門
と
名
乗
る
仏
画
師
。 

江
戸
（
東
京
）
に
遊
学
し
た

後
、本
姓
で
あ
る
巨
勢
に
復
姓
し
金
岡
の
三
八
世
の
孫
と
称
す
る
。

東
京
美
術
学
校
教
授
と
な
り
数
々
の
賞
を
得
、
明
治
二
七
年
辞
し

て
京
都
に
帰
る
。
日
本
南
画
協
会
の
結
成
に
参
加
し
、
そ
の
後
は

皇
室
御
用
画
を
揮
毫
、
仏
画
や
花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
。

（
10
） 
前
掲
書 

『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
〇
頁
。

（
11
） 
前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』
五
七
頁
。

（
12
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
四
頁
。
な
お
、
乾
精
末
に
つ

い
て
は
、
井
上
琢
智
「
乾
精
末
」（『
関
西
学
院
史
紀
要
』
第
十
一
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号
、
二
〇
〇
五
年
、
二
八
九
〜
二
九
九
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
13
）『
関
西
学
院
青
年
会
記
録 

自
明
治
三
二
年
六
月
〜
至
明
治
三
六

年
二
月
、
自
明
治
四
二
年
四
月
〜
至
大
正
五
年
一
月
』
関
西
学
院

キ
リ
ス
ト
教
教
育
史
資
料
Ⅱ 

（
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
研
究
室
、

一
九
八
〇
年
、
八
〜
九
頁
）。

（
14
） ｢M

aya A
rashi｣ no.3 

（1900.12

）。
な
お
、
神
崎
高
明
「T

he 

M
aya A

rashi
を
読
む ―

原
田
の
森
の
カ
レ
ッ
ジ
ペ
ー
パ
ー―

」

『
関
西
学
院
史
紀
要
』
第
十
一
号 

（
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
七
〜

二
一
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教

育
史
資
料
Ⅱ
、
一
四
頁
。

（
16
）『
関
西
学
院
同
窓
会
報
』
第
三
号
（
一
九
〇
〇
年
、
六
〜
七
頁
）、

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
五
頁
。

（
17
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
同
窓
会
報
』
八
頁
。

（
18
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教

育
史
資
料
Ⅱ
（
一
七
〜
一
八
頁
）。

（
19
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
同
窓
会
報
』
一
四
頁
。
な
お
大
阪
商
業
学

校
は
一
八
八
〇
年
に
「
私
立
大
阪
商
業
講
習
所
」
と
し
て
創
立
さ

れ
た
。
一
八
八
九
年
九
月
「
市
立
大
阪
商
業
学
校
」
と
改
称
。
ま

た
一
九
〇
一
年
四
月
に
は
「
市
立
大
阪
高
等
商
業
学
校
」
と
な

り
、
一
九
〇
四
年
二
月
専
門
学
校
と
し
て
「
大
阪
市
立
高
等
商
業

専
門
学
校
」
と
な
っ
た
。
一
九
二
八
年
「
大
阪
商
科
大
学
」
と
改

称
さ
れ
、
戦
後
、
新
制
大
学
化
す
る
こ
と
に
よ
り
大
阪
市
は
総
合

大
学
化
を
決
意
、
一
九
四
九
年
四
月
、「
大
阪
市
立
大
学
」
の
創

設
と
な
る
（『
大
阪
府
教
育
百
年
史
』
第
一
巻 

、
大
阪
府
教
育
委

員
会
、
一
九
七
三
年
、
五
〇
九
〜
五
一
三
頁
。『
大
阪
市
立
大
学

の
一
二
五
年
』
大
阪
市
立
大
学
、
二
〇
〇
七
年
、
八
四
〜
九
〇
頁
、

一
七
三
頁
）。

（
20
） 

前
掲
書
『
関
西
学
院
青
年
会
記
録
』（
関
西
学
院
キ
リ
ス
ト
教
教

育
史
資
料
Ⅱ
、
五
七
頁
）、「
学
籍
簿
」（
学
院
史
編
纂
室
資
料
、

D
B/6

―/ 

）。

（
21
）『
図
録 

日
清
日
露
戦
争
と
鳥
取―

歩
兵
第
四
十
連
隊
の
創
設

―

』（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
や
ま
び
こ
館
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、

二
二
、三
六
、四
六
、七
〇
頁
）。
歩
兵
第
四
〇
連
隊
は
明
治
二
九
年

一
一
月
、
大
阪
の
歩
兵
第
二
〇
連
隊
の
仮
兵
舎
と
し
て
連
隊
本
部

と
第
一
大
隊
と
で
創
設
さ
れ
、
明
治
三
〇
年
四
月
に
な
っ
て
鳥
取

に
移
り
常
駐
し
第
二
大
隊
を
編
成
、
同
年
一
二
月
第
三
大
隊
を
編

成
し
た
。

（
22
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』、
五
六
〜
六
〇
頁
、
前
掲｢

自
伝

―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

、
前
掲
書
『
図
録 

日
清
日
露
戦
争

と
鳥
取―

歩
兵
第
四
十
連
隊
の
創
設―

』
四
五
〜
五
二
頁
。

　
　

三
塊
石
山
は
満
州
南
部
の
沙
河
の
近
く
に
あ
る
小
山
の
名
前
。
現

在
は
開
発
の
た
め
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
23
） 
前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
六
一
〜
六
二
頁
、
前
掲｢

自
伝 

―
畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。

（
24
）『
関
西
文
壇
』
第
二
号
、
一
九
〇
七
年
七
月
、
九
九
頁
。
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（
25
）「
村
上
博
輔
日
記
抄　

四
」（『
関
西
学
院
史
紀
要
』
第
十
号
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
26
）『
会
員
名
簿 

京
都
美
以
中
央
教
会
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都

御
幸
町
教
会
（
学
院
史
編
纂
室
資
料
、Y

/2
―/K
G

）。

（
27
） 

前
掲
書
『
会
員
名
簿 

京
都
美
以
中
央
教
会
』、『
西
部
年
会
神
戸

部
京
都
区
四
季
会
記
録 

一
九
〇
七
年
七
〜
一
〇
月
京
都
美
以
中

央
教
会
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
都
御
幸
町
教
会
、
学
院
史
編

纂
室
資
料
、Y

/2
―/K
G

）。

（
28
）『
関
西
文
壇
』
第
五
号
、
一
九
〇
八
年
九
月
、
九
六
頁
。

（
29
）『
関
西
文
壇
』
第
七
号
、
一
九
〇
九
年
七
月
、
五
一
〜
五
三
頁
。

な
お
こ
の
戦
捷
記
念
碑
は
当
初
原
田
の
森
の
礼
拝
堂
の
真
下
に
建

立
さ
れ
た
が
（
後
載
）、
現
在
は
砲
弾
の
部
分
は
な
く
な
り
、
台

石
の
み
が
高
中
部
礼
拝
堂
東
方
の
小
道
の
植
え
込
み
の
中
に
あ

る
。 

二
度
の
移
転
に
も
耐
え
、
文
字
も
消
え
か
け
て
は
い
る
が

ひ
っ
そ
り
と
置
か
れ
て
い
る
。

（
30
） 『
関
西
文
壇
』
第
九
号 

、
一
九
一
〇
年
五
月
、
六
九
頁
。

（
31
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
六
二
頁
、
前
掲
書
『
京
の
あ
る

教
会
の
歩
み
』
二
二
頁
。

（
32
） ｢

洗
礼
入
会
志
願
者
綴 

京
南
教
会｣ 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
北

教
会
（
学
院
史
編
纂
室
資
料
、Y

/2
―/K
K

）。
富
太
郎
の
誕
生
お

よ
び
洗
礼
に
つ
い
て
は
定
方
信
子
氏
（
長
男
富
太
郎
の
妻
）
聞
き

取
り
（
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
七
日
）
に
よ
る
。
な
お
、
今
回
の

聞
き
取
り
に
際
し
ま
し
て
は
、
定
方
信
子
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
33
） 『
関
西
学
報
』
第
一
七
号 

、
一
九
一
四
年
、
一
二
〇
頁
。

（
34
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』（
六
二
〜
六
三
頁
）、
前
掲｢

自

伝 ―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。

（
35
） 『
関
西
学
院
同
窓
会
誌
』
第
一
号
、
一
九
一
七
年
九
月
、
一
八
〜

二
〇
頁
。

（
36
） ｢

転
会
状
綴 

京
南
教
会｣ 

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
京
北
教
会
、
学

院
史
編
纂
室
資
料
、Y

/2
― /K

K

）、
前
掲
書
『
京
の
あ
る
教
会

の
歩
み
』（
二
三
頁
）、前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』（
六
二
頁
）。

（
37
） 

前
掲｢

自
伝 ―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣ 

に
よ
れ
ば
「
神
崎
驥

一
、畑
歓
三
等
の
旧
友
の
努
力
に
よ
り
外
遊
の
話
し
が
進
め
ら
れ
、

画
業
の
助
言
は
鹿
子
木
孟
郎
（
同
郷
の
画
家
）、
経
済
的
に
は
小

林
彌
太
郎
（
東
京
の
実
業
家
）
両
氏
よ
り
応
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
話
し
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、
家
族
の
生
活
に
つ
い
て
は
心
配
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
外
遊
の
決
心
を
す
る
」。

　
　
　

小
林
彌
太
郎
（
一
八
八
八
〜
一
九
六
九
）
は
東
京
の
砂
糖
卸
問

屋
を
営
む
実
業
家
で
あ
る
。
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
の
青
少
年

活
動
や
、
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
本
郷
中
央
会
堂
を
中
心
と
す
る
教
会

活
動
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
戦
前
関
西
学
院
の
理
事
も
長
く

務
め
、
初
期
中
学
部
キ
ャ
ン
プ
の
テ
ン
ト
一
式
も
小
林
か
ら
の
寄

贈
の
も
の
で
あ
る
（『
本
郷
中
央
教
会
百
年
史
』
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
本
郷
中
央
教
会 

一
九
九
〇
年
、
斉
藤
実
『
東
京
キ
リ
ス
ト

教
青
年
会
百
年
史
』（
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会 

一
九
八
〇
年
）、
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関
西
学
院
史
資
料
（
バ
ー
チ
カ
ル
フ
ァ
イ
ル
））。

　
　
　

神
原
浩
に
つ
い
て
は
、
金
井
紀
子
「
関
西
学
院
の
美
術
家 ―

神
原
浩
と
北
村
今
三―

」『
関
西
学
院
史
紀
要
』第
六
号（
二
〇
〇
〇

年
、
三
六
〜
四
九
頁
）
に
詳
し
い
。

　
　
　

オ（

マ

マ

）

パ
マ
ル
ガ
の
聖
劇
は
キ
リ
ス
ト
の
受
難
劇
で
、
南
ド
イ
ツ

の
オ
ー
バ
ー
ア
マ
ル
ガ
ウ
で
一
〇
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

一
六
三
三
年
、
こ
の
地
方
で
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
、
同
地
の
一

歩
手
前
で
治
ま
っ
た
の
を
感
謝
し
た
住
民
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
受
難
を
演
じ
る
こ
と
を
神
に
誓
い
、
以
後
数
百
年
に
わ
た

り
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
伝
統
を
守
っ
て
き

た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
出
演
者
た
ち
に
よ
る
信
仰
告
白
と
も
い
え
る

こ
の
伝
統
と
誓
い
は
堅
く
守
ら
れ
て
お
り
、
世
界
中
の
旅
行
者
を

魅
了
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
二
〇
一
〇
年
は
開
催
年
に
あ
た
る

（『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
第
三
巻
』（
研
究
社
、
一
九
九
六
年
、

九
五
三
頁
）、Brockhous Enzyklopädie, B

d.16,M
annheim

: 

B
rockhous 19.A

uftage,1991, s.62.

）。

（
38
）
前
掲｢

自
伝―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣ 

グ
ラ
ン
ド
・
ラ
ピ
ッ

ズ
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
用
い
た
ド
イ
ツ
移
民
に
よ
る
家
具
の

生
産
地
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末
に
は
ア
メ
リ
カ
最
大
の
家
具
生
産

地
で
あ
り
、
家
具
博
物
館
・
美
術
館
が
あ
る
（『
コ
ン
サ
イ
ス
地

名
辞
典―

外
国
編―

』
三
省
堂
、
一
九
七
七
年
）。

（
39
） 

前
掲｢

自
伝―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。

（
40
） 

前
掲｢

自
伝―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。

（
41
）「
青
年
会
記
録 

一
九
二
四
〜
一
九
二
六
」
関
西
学
院
中
学
部
（
学

院
史
編
纂
室
資
料
、D

/3
―5/ 

）。

（
42
）「
京
南
教
会
記
録｣ 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
北
教
会
（
学
院
史
編

纂
室
資
料
、Y

/2
―/K
K
 

）。

（
43
） 

前
掲｢

自
伝 ―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

。 

こ
の
決
意
は
「
聖

画
事
業
を
成
す
に
余
り
に
も
臆
病
で
あ
っ
た
。 

金
を
握
ら
な
け
れ

ば
、
基
督
で
生
活
が
で
き
ぬ
と
考
え
た
の
が
間
違
い
で
あ
っ
た
と

神
の
御
前
に
悔
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
」。

（
44
）『
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
時
報
』
第
二
四
〇
三
号 

（
一
九
三
八
年
七
月

八
日
）。「
こ
の
絵
は
初
め
て
キ
リ
ス
ト
を
画
い
て
世
に
問
う
た
も

の
で
あ
り
、
根
岸
の
共
励
会
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
共

励
館
が
火
災
に
あ
い
全
焼
し
た
時
、
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
灰
の

中
か
ら
縁
が
焦
げ
た
位
で
拾
い
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」。

　
　
　

前
掲
書｢

自
伝―

畑
歓
三
教
授
宛
書
簡―

｣

に
よ
れ
ば ｢

私
は

元
来
浮
世
の
希
を
持
っ
て
居
な
い
。
成
功
し
て
高
位
高
官
な
ど
云

う
望
み
は
持
た
な
い
。 

又
、
大
金
持
ち
に
成
ろ
う
と
も
思
う
て
居

ら
ぬ
。
只
、願
う
事
は
た
と
ひ
假
令
身
は
ぼ
ろ
襤
褸
を
纏
う
と
も
、

筆
に
主
イ
エ
ス
を
繪
き
顕
す
事
を
得
ず
、
我
天
職
を
果
た
さ
れ
た

る
な
り
と
云
う
主
義
で
有
る
。
其
の
点
よ
り
申
せ
ば
今
の
東
京
の

生
活
は
其
の
理
想
に
到
達
の
第
一
歩
と
も
申
せ
ま
し
ょ
う
。
我
生

涯
を
神
の
御
前
に
裸
に
せ
ら
れ
た
り
。 

我
何
を
か
成
さ
ん
。 

全
く

神
に
前
途
を
御
任
せ
し
、
神
の
者
と
し
て
献
げ
、
御
導
き
の
ま
ま

に
進
む
な
り
。
今
後
こ
そ
我
本
生
涯
、
過
去
は
皆
準
備
の
生
涯
な
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り｣

。

　
　
　

雅
号
に
つ
い
て
は
、
こ
の ｢

平
和
の
基
督｣ 

の
添
え
書
で
あ
る

｢
宣
明
書｣ 

に
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 「『
大
塊
』
の
雅
号

は
余
が
特
に
基
督
を
揮
毫
す
る
と
き
に
の
み
、
謹
ん
で
用
い
る
も

の
な
り
。『
塊
石
』
は
巨
勢
師
と
師
弟
の
関
係
上
、『
観
音
・
羅
漢

等
の
仏
画
』
に
用
い
た
れ
ば
、
基
督
に
用
ゆ
る
こ
と
不
可
な
り
。

永
く
祈
り
の
結
果
特
に
他
の
雅
号
を
用
い
ん
と
決
し
、『
大
塊
』

と
い
た
し
た
り
」。

　
　
　

こ
の｢

宣
明
書｣

の
書
か
れ
た
年
代
は
不
明
だ
が
、
初
め
て
画

か
れ
た｢

平
和
の
基
督｣

の
絵
と
一
緒
に
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す

る
と
、
こ
の
絵
を
描
い
た
当
時
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
又
、
彼

は｢

耀
慶｣

と
い
う
雅
号
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
雅
号
の
来
歴

は
不
明
で
あ
る
。
こ
の｢

耀
慶｣

で
書
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
像
の
絵

も
多
い
。 

定
方
信
子
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、「
耀
慶｣

の
雅
号
は
、
東
京
時
代
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、「
大
塊
」
は
香

登
時
代
に
な
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
45
）『
関
西
学
院
新
聞
』
第
六
四
号
（
一
九
三
一
年
四
月
二
〇
日
）、｢

定
方
末
七
郎
書
簡 ―

神
崎
驥
一
院
長
宛―

｣

（
一
九
三
二
年
一

月
一
八
日
）。
な
お｢

平
和
の
基
督―

基
督
御
聖
像―

｣

第
一
作

は
現
在
、
学
院
史
編
纂
室
が
所
蔵
。

　
　
　

｢

最
後
の
晩
餐｣

第
二
作
は
小
林
彌
太
郎
に
贈
ら
れ
た
。
そ

の
後
本
郷
中
央
教
会
に
寄
贈
さ
れ
（『
本
郷
中
央
教
会
七
十
年
の

歩
み
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
本
郷
中
央
教
会
、
一
九
六
〇
年
、 

四
八
頁
）、
現
在
も
教
会
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（『
本
郷
中
央
教
会

百
年
史
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
本
郷
中
央
教
会
、
一
九
九
〇
年
、

二
四
頁
）。

（
46
） 

前
掲
書
「
京
南
教
会
記
録
」
一
六
九
、一
九
一
頁
。
な
お
、
こ
の

｢

受
難
の
主
イ
エ
ス｣

は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た｢

カ
ト
リ
ッ

ク
聖
画
展｣

（
一
九
三
五
年
）
に
出
品
さ
れ
た
後
、
京
南
教
会
に

寄
贈
さ
れ
た
。 

定
方
は
上
京
し
た
後
も
こ
の
京
南
教
会
の
管
理

人
（
教
会
財
産
を
保
管
す
る
者
で
、
牧
師
の
指
名
に
よ
り
教
会
員

が
選
挙
し
、
四
季
会
の
承
認
を
得
た
者
で
あ
る
。
前
掲
書
（『
京

の
あ
る
教
会
の
歩
み
』
一
八
二
頁
、「
教
会
日
誌 

一
九
三
九
〜

一
九
四
〇 

京
南
教
会
」（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
北
教
会
、
学
院

史
編
纂
室
資
料
、Y

/2
― /K

K

）
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。

（
47
） ｢

定
方
末
七
郎
書
簡 ―

西
川
玉
之
助
宛―

｣

（
一
九
四
〇
年
二
月

一
五
日
）。
後
に
西
川
玉
之
助
よ
り
神
崎
驥
一
院
長
に
、さ 

ら
に
、

神
崎
元
院
長
の
遺
族
よ
り
学
院
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
学
院
史
編
纂

室
が
所
蔵
。

（
48
） 

武
藤
健
『
中
央
会
堂
五
十
年
史
』（
中
央
会
堂
、
一
九
四
〇
年
、

二
〇
〇
〜
二
〇
三
頁
、
二
一
六
〜
二
一
九
頁
）。
同
書
に
よ
れ
ば
、

中
央
会
堂
（
本
郷
中
央
教
会
）
の
五
〇
年
記
念
事
業
で
は
末
七
郎

は
記
念
伝
道
部
と
施
設
改
善
部
に
、
妻
徳
子
（
と
く
）
は
記
念
祝

賀
部
に
属
し
て
い
た
（
同
、
二
一
七
〜
一
九
頁
）。
前
掲
書
『
本

郷
中
央
教
会
七
十
年
の
歩
み
』（
四
八
頁
、五
五
頁
）、前
掲
書
『
本

郷
中
央
教
会
百
年
史
』（
八
〇
〜
八
二
頁
、
一
六
一
頁
）。
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（
49
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
六
二
頁
。

（
50
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
六
六
〜
六
七
頁
。「
こ
の
自
宅
焼

失
で
、
血
の
滲
む
思
い
で
画
い
た
傑
作
は
次
々
と
目
前
で
劫
火
に

罹
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
帰
郷
し
た
香
登
で
、
悲

願
と
も
い
え
る
キ
リ
ス
ト
像
を
画
く
最
適
の
場
所
と
、
武
用
一
家

の
豊
か
な
友
情
を
得
て
次
々
と
傑
作
が
生
ま
れ
た
」。

（
51
） 

前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
五
九
頁
。
定
方
信
子
氏
か
ら
の

聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
定
方
は
「
基
督
は
描

け
な
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
指
摘
を
裏
書
す
る
よ
う
に
、
本
論
文
の
作
品
一
覧
に
お
い

て
も
、
一
九
五
五
年
以
降
年
代
が
判
明
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、

基
督
像
を
描
い
た
作
品
は
み
あ
た
ら
な
い
。

（
52
）
前
掲
書
『
聖
徒
の
あ
し
あ
と
』
六
七
〜
六
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
笙
子
・
井
上
琢
智
）

一九〇九年三月、建立された戦捷記念碑。
左から二人目に定方の文字が刻まれて
いる。
アルバム「旧関西学院時代Ⅱ」より


